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《 久遠の信仰  ≫

私の来る時まで “彼が '生 きていることを、私が望んだとしても、

あなたに何の関係があるか 。あなたは私に従いなさい。

(ヨ ハネ福音書 21:22b)

「 あなた 」が明確にペ トロであること、さらにこの “彼 "こ そが、所謂

“ヨハネ福音書 "の 著者であることを、この個所は仄めか しています。そ

れ以上でも以下でもないのか、その重要性の有無についてはよく分か りま

せん。教会暦としては復活節の箇所です。

ヨハネ福音書にのみ記載 されている内容です。他の福音書では、承伝は

知 りっつも割愛しても構わないとい う判断が働いたのかもしれません。

この時、他の弟子たちは “彼 (ヨ ハネ ?)"が 、イエスが再び来られる時

まで生き残るのか もしれないと考えたとあります。

ヨハネ福音書が記 されたのが推定 1世紀後半 (末頃 ?)だ とすると、も
しか したら生前のイエスの、最後の日撃者がまだ何人か、生存 していた時

代です。その中の一人がイエスの関係者 (彼 ?)だ ったのかもしれません
し、その鮮明な記憶をもって、関係者の扱いをうけたのかもしれません。

ただ、最後まで期待 されていたイエスの “再臨 "を 待たず、未練 を残 L

つつ第四の福音書はその編集を終えます。

私のミは多くの知息と知識 を見定めた。知恵 を一ミに知ろうとし、

また、無知 と思かさを知ろうとしたが、これ もまた風を追 うようなこ

とだと悟った。知恵が深まれば、悩みも深まり、知恵が増せば、痛み

も増す。 (コ ヘ レトの言葉 1:16c-18)

人間の熱知度 (?)の 限界が、語られる聖書箇所です。人間には分から
ないこと (の 方 )が 多くあることがよく示されています。イエス・キリス

トの情報が事前に記 されているはずの旧約聖書 をい くら読んでも、この方

の “受難 "、  “復活 "、  ``昇 天 "、  “再臨 "、 に関する満足のゆ く知識 を
得ることは容易ではありません。フ1用 文の著者 (コ ヘレト )の 想念の深 さ

(1)



かどれ程のものだったかも合めて分からないことが多すざます。

福音書の著者たちもこれと同じで、その記述の最終段階では、多くの謎

に直面 しつつ筆を欄いています。

十字架上のイエスが、そばにいた “愛する弟子
"に向かって、

見 な さヽ (こ の女性が )あ なたの母です。

(ヨ ハネ福音書 19:27b)

と言った時のこの女性とは、イエスの母のマ リアのことでした。指名 さ

れたイエスの “愛する弟子 "は 、この後 、「 イエスの母 を自分の家に引き

取 った」とあります。この事実と、使徒言行録の 1章 14節 にあるエルサ

レムの家 (宿泊所 )の 関係は…

彼らは皆、女たちやイエスの母マリア、またイエスの兄弟たちとミ

を合わせて、ひたすら祈 りをしていた。 (使徒言行録 1:14)

とありますが、この時の “彼ら 'の中にヨハネがいたことが、前節 (13

節 )の 宿泊者のメンバーの中に記 されています。

エルサ レムに発足 したと思われる原始キリスト教会本部 と、愛する弟子

(ヨ ハネ ?)の “家 "と の関係は不明です。イエスの母マ リアはどちらに

居住 したのか、それとも、ある一つの家が提供 され、共同生活の場 として

立ち上がったのか (使徒言行録 2:44節 以下 )、 教会史の原点 もそこに

あ ります。

そもそも、このヨハネはガリラヤ湖の漁師のゼベダイの息子で、母の名

はサロメ、もしか したら、イエスの母の姉妹です。だとするとその子のヤ

コブとヨハネはイエスの従兄弟になります。イエスが彼らのことを気軽に

“ボアネルゲス "す なわち「 雷の子 」と名付けたのも、こうした関係があ

ったからなのかもしれません。彼 らの家は、ガ リラヤ湖畔にあ ります。ナ

ザ レに住むイエスの母を嗜び寄せて同居するのに、さほどの支障はなさそ

うです。いずれにしても、彼らがどのようにして “久遠の信仰
"の礎 を築

いていったのかは、1謎だらけです。
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《 恣嗅無用 ≫

ガ リラヤのカナとナザレとナインは光から南へと、ほぼ等距離に並んで

います。ただこのナインとい う地名は、1日 新約聖書の中で、唯一、ここだ

けに出てきます。イエスの一行が、その町の城間近 くに差 し掛かると、ち

ょうどそこから出て くる葬列と出会います。列の中には恣嗅に暮れる故人

の母親らしき人物がいます。どうやら彼女は大切な一人息子 を失った寡婦

のようです。昔今束西、女性よりも男性の方が短命であることに変わ りは

ありませんが、母親よりも息子が先に召されるとなると、こうしたケース

は (戦死を除き )け っして多くはあ りません。息子が
li蚤我人ならば、良き

サマ リア人のように立ち上 り、見て見ぬふ りをせず、介抱することもでき

ますが、死者の棺を前にして、打つ手はありません。一ネLを して通 り過ぎ

る他はありません。イエスは、その母親を憐れみます。しか し、それだけ

では終わりません。良きサマリア人 さえも手に負えない、嘆 き恙しむ女性

をそのまま放置して立ち去るわけにはいかないのです。

主はこの母親 を見て、憐れに思い、「 もう泣かな くてもよい 」と言

われた。そして、近寄って棺に触れられると、担いでいた人たちは立

ち上まった。ィェスは、「 若者よ、あなたに言 う。起きなさい 」と言

われた。すると、その死人は起き上がってものを言い始めた。イエス

は息子 を母親にお波 しになった。 (ル カ福音書 7:13-15)

歴史の中に埋没 してもおかしくないこの町に、神の救いが訪れた瞬間で

す。人を喪い、息子に先立たれたこの女性は、後のイエスの母マリアと全

く同じ喪失感を味わっていたのです。しか し、神が、死んだ息子 を甦らせ

るとい う奇跡を通 して、両者は信仰により大いなる恵みと喜びを味わ うこ

ととなるのです。

両者は定めにより、不幸な立場 を押 し付けられ、十 うじてそこから難を

逃れるとい う陰鬱なる運命を生きたのでしょうか。いや、おそらくそうで

はな く、恣惨な運命そのものを、日々新たなる神 との出会いによって乗 り

越えることができたのです。
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